
篠
原
定
泉
自
筆
平
仮
名
文
三
後
∴
」
有
言
〓
ろ

血
漁
∵
表
記
　
の
葵
、
宇対

均
　
正
　
英

一
　
束
端
の
目
的
と
方
式

二
　
定
象
自
筆
半
夜
名
立
三
種
に
足
ら
れ
る
和
語
表
記

の
菜
卓
ナ

三
　
平
を
酸
味
潮
の
早
晩
名
文
に
軋
、
う
放
る
和
語
妾
、
記

の
碧
空
と
の
比
乾

田
　
　
⊥
ま
と
　
め

謹
賀
ふ
∵
甘
太
「
に
入
っ
て
き
て
以
東
藤
タ
の

盲
喝
日
、
・
7
、
日
本
語
の
文
責
左
慮
っ
て
き
た
の

日
本
人
が
謹
告

γ
あ
る
か
t
 
H
そ

一

末

端

の

巨

的

と

方

才

木
魂
は
、
事
に
暖
衣
鎌
倉
時
代
の
乎
促
名
え
l
＝
か
い
て
和

語
を
貴
記
す
Z
d
の
に
問
い
た
譲
卓
に
つ
き
、
そ
の
譲
萱
の
訓

は
日
か
な
る
も
の
か
、
主
た
、
そ
の
鋤
は
尋
這
十
に
対
し
て
一

時
一
の
村
上
妃
腎
l
係
を
元
手
も
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら

か
に
L
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
8
　
し
た
が
っ
て
、
㌣
こ
せ
止

す
l
訓
に
よ
る
和
語
貴
誌
の
謹
告
の
サ
左
と
リ
あ
げ
ろ
。

の
筆
名
は
み
の
み
の
日
本
語
を
薄
雪
云
∵
竿
軸
∵
↑
よ
っ
て
麦
粉

す
「
二
腎
し
㍉
　
ど
の
よ
う
な
淫
セ
「
音
二
削
い
た
の
が
、
ま
た
、
そ

の
月
本
語
巨
壌
字
と
の
壇
、
応
に
は
卦
通
ク
の
組
み
合
わ
せ
が

あ
っ
た
の
が
。
こ
の
よ
う
な
．
学
割
に
よ
る
和
語
麦
誼
の
莫
告

の

突

放

を

谷

崎

作

り

吏

妹

に

つ

＝

て

見

て

ゆ

く

こ

と

に

よ

り

日
本
語
▼
．
の
接
㌢
表
記
の
蜃
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
二
ナ
ノ
る
こ
と

か
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
占
叫
に
み
い
マ
平
仮
名
」
Ⅹ
賓
対
は
し
　
頚
▼
吏
ク
′
刹
化
凍
え

に
比
L
そ
こ
に
躍
れ
る
謹
由
十
の
釦
を
比
較
的
容
易
に
定
頑
縛

る
と
？
フ
刊
占
川
を
看
す
る
。
そ
う
し
た
平
仮
名
丈
専
科
の
中

で

も

藤

埼

定

数

自

筆

の

平

仮

名

丈

は

、

筆

名

の

唄

う

か

な

賓

寸
二
　
；
∴
上
薮
的
雷
I
も
〟
タ
く
、
圭
た
1
　
圭
と
幸
：
た
内
容
を

も
つ
も
．
の
が
グ
克
く
た
い
。
．
唱
に
覇
甲
奴
本
　
「
土
産
日
記
」

岩
泉



は
▼
定
家
自
筆
と
し
て
、
一
紀
貫
之
自
筆
複
本
に
近
似
し
て
〓
る

と
き
机
苧
音
賂
苦
慮
本
と
の
比
較
に
よ
年
、
ほ
と
ん
ど
の
項

学
の
桝
を
謂
註
す
る
こ
と
か
で
き
る
魚
で
布
か
衣
寄
菌
と
考

え
ら
札
る
ゥ

そ
ご
て
、
こ
の
定
数
自
筆
の
「
土
産
日
記
L
を
中
哩
に
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吊
ビ
く
定
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自
筆
の
「
更
級
日
記
L
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．
血
代
鶉
歌
L
を
如
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ー

二
の
三
本
に
よ
り
、
定
象
自
警
の
平
仮
名
文
に
む
け
る
官
叫

l
二
よ
る
和
語
を
記
の
頭
官
に
つ
い
て
、
剖
缶
う
班
に
訓
と
．
の

対
応
の
L
方
の
稟
敗
を
見
る
こ
と
と
し
た
。
な
か
、
　
「
土
を

日
記
L
は
文
麿
二
年
C
一
二
　
三
五
）
、
「
更
級
n
ロ
詑
L
は
観

音
二
紋
T
二
　
二
　
三
〇
）
以
降
、
「
血
什
秀
歌
L
　
は
永
久
三
年

（

：

1

〓

）

以

降

の

皇

寺

と

さ

札

て

い

る

。

〓

ず

れ

も

定

家
六
十
飯
以
後
の
筆
で
あ
る
。

二
　
定
袈
自
筆
平
仮
名
文
三
種
に
私
う
軋
る
和
語
貴
誌

の
連
人
曽

以
下
に
喝
叶
る
の
せ
、
三
本
に
鼠
ら
耽
る
頚
字
の
せ
ふ
買
に

よ
っ
て
表
記
ヤ
し
孔
た
和
語
の
一
覧
麦
γ
あ
吏

〔
一
覧
麦
作
麒
上
の
配
慮
〕

－
配
列
は
漢
吏
一
字
ご
と
の
辛
加
∵
に
よ
っ
た
。

2
網
倒
l
土
摩
語
の
融
∵
て
京
し
た
。
し
た
が
　
っ
て
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漢
字
二
卑

一
〇
六

以
上
で
康
わ
き
机
た
複
合
語
の
瘍
合
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そ
机
で
融
の
謹
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の
字
訓
に
よ
っ
て
、
麦
中
に
こ
度
以
上
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現
す
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こ
と
に

な
ろ
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た
だ
し
し
　
由
票
や
名
論
∵
ふ
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e
剖
竺
ヂ
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ま
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輸
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度
の
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目
一
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な
ど
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攻
蜜
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官
訓
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分
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こ
と
が
不
迫
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と
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も
の
は

一
部
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て
敢
ツ
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．
｛
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中
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3
配
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諭
「
形
孟
芸
呵
二
副
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易
（
の
舷

の
附
属
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介
顔
l
L
、
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串
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．
各
軍
字
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訓
に
よ
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十
音
順
「
二
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亀
岡
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化
し
た
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合
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旨
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数
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数
詞
・
助
教
諭
は
、
鋤

註
す
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ご
と
の
碩
誌
を
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て
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の
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ら
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。
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献
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7
枚
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∵
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ノ
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填
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場
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て
仮
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取
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た
竺
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乳
L
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せ
ち
見
C
砕
忌
J
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促
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と
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し
た
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ハ
∩
∴
）
の
了
て
感
て

・．
あ
る
。

要
に
、
二
九
う
の
吏
虻
に
臥
う
机
る
曽
到
言
よ
る
和
語
妄

誼
の
壌
早
を
麦
に
し
て
示
す
。
（
麦
の
作
域
上
配
慮
し
た
喜
l

は
、
定
監
自
筆
本
の
場
会
と
樹
U
）
な
み
、
最
中
「
信
L

は
「
花
貴
高
級
起
掛
を
L
一
「
攻
t
L
は
「
準
礼
物
篭
餌
を
工

嶺
L
l
虚
し
は
「
虚
空
傲
菩
薩
食
南
淡
須
永
背
夜
烏
消
五
」

、
比
L
は
「
丸
山
夢
乳
首
夜
名
書
推
し
「
妻
L
は
「
藤
原
為

卑
草
書
粧
し
「
せ
L
l

‡
「
某
甘
薯
粧
し
「
舅
－
L
は
「
藤
原

為
虜
男
書
状
L
　
「
野
1
2
」
は
「
藤
原
為
房
男
（
良
恵
か
）
・
老

来
」
　
「
白
宜
し
は
「
皇
嘉
門
慌
御
賂
介
嶽
L
左
京
す
。

卓
訓
．

岡
例
．

〔
名
詞
〕

ァ
キ
　
整

一
．
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杷

さ

わ

ざ

l
疋
な
し

工
　
宵
Ⅱ
一
皿

信
親
子
　
㍉
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h

－

　

　

　

　

1
－．

．

－

コ
」
－
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一
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ク
虚
元
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や
月
琴
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．
0

｛
J
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コ
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D
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一
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ノ
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明
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木
ト
ゲ
　
首

ミ

　

す

ミ
ヂ
　
若

ミ
ヤ
　
蹄

川

モ
ノ
　
葡萄軒

の
大

二
八

や

大－
・
㌧

ゝ
　
大

に
人

か
ヂ

ざ
ま

デ
く

し
札

．
な

一
ヂ

一
人

ノ
ば
・

ノ

‘

＼

り
ノ
（
一

わ
こ
ノ

せ
大

の
大

J．
仕

ヰ
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血

か
た

あ
は
れ

物
の
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ワ
レ

ヲ

勾

ナ

〔
動
詞
リ

オ
モ
ヒ

カサ

フ
　
ラ
ノ
ヒ

ク

マ

ヒ

思思思田祀・頃御 飯山ゝ刀
V

・
山

わ載せ思思
（．ユひ⊥

句
圭⊥

よ
庫
朱

や

の
山
∵
っ
⊥
っy

？
拘

し
ろ
（
国
名
）

か
止
へ
地
道
）

は
ハ
未
鍵
両
＞

…～鵬

つヤ
ヽ

＼

　

　

　

＼

カ
　
～
〃

′
′
．
＼

凰

（
名
詞
）

碩
（
未
酪
）

給
は
八
四
・
東
宮
）

給
合
＝
要
望

給
う
へ
誓
凄
拝
l
含

蛤
へ
誓
噸
㌣

瘡
ハ
誓
命
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▼
）
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H
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ウ
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郵
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時
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連
体
＞

侍
八
百
療
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申
さ
（
⊥
不
慮
＞

（
連
用
＞

L
A
〃
＞

ナ
ノ
＜
終
止
＞

世

、、＼〔
副
詞

イ

ヵ
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ツ
ユ

マ
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ワ
が

〔
助
詞

夕
八
丁

げ

カ

リ

申
か
く

鼠
へ
漣
掛
＞

鼠
き
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連
体
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J
H
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以
上
の
盛
午
で
革
鼓
　
こ
北
を
1
耳
友
自
今
太
三
本
の
場
合

と
軋
蕨
し
た
定
数
、
雪
嶺
が
少
な
目
烙
み
は
あ
る
が
、
ほ
ほ

攻
の
よ
う
な
皐
が
判
明
し
．
た
。

「
・
涼
、
耳
と
刊
と
の
叶
l
厄
呵
仏
は
、
定
家
′
白
骨
本
の
横
合
と

回
線
に
「
崇
「
刊
の
閣
像
で
あ
ろ
笠

二
、
を
紅
白
単
太
と
典
施
す
去
元
手
言
二
∴
て
ば
、
そ
の
句

、

止
∴
　
萌
竜
一
疎
す
う
ノ
。

強
∵
（
刺
外
皇
軍
が
る
と
す
壮
ギ
　
「
畢
L
が
l
定
紋

自

筆

本

で

正

喜

へ

し

て

「

ワ

L

L

y

乗

わ

し

で

＝

告

の

に

対

し

、

夜

息

巷

症

に

「

り

が

L

を

表

わ

し

た

鋤

が

こ

倒

あ

っ
．
仁
こ
と
で
′
砺
う
。

田

　

ま

と

の

競
局
∵
草
炭
自
筆
の
平
仮
名
、
丈
に
甘
㌻
ア
軋
る
雲
益
∵
十
よ
る

空
軍
表
記
の
謹
、
富
は
、
玖
下
に
未
オ
ブ
∵
こ
く
、
淫
ま
ご
と
に

一
定
の
封
が
対
応
し
て
み
リ
、
し
即
も
∴
　
プ
て
机
は
申
告
九
個
大

に
U
J
ど
キ
㌻
っ
ゲ
、
も
つ
ヒ
方
＝
観
望
し
み
＝
て
貴
通
し
て
思

う
吾
を
息
で
あ
う
と
考
え
ら
枇
7
3
。

〔
・
薬
王
寺
剖
一
覧
麦
J
　
（
配
ダ
リ
亘
滑
㌢
鑑
の
虚
数
噌
）

大

ヒ

ト

ト
、
㍉
・
リ

え
l
　
マ
タ

万

三

日

ヅ

上
々
、
、
、

下
、
ン
モ

タ

　

1

1

　

フ

ォ

ヲ

4

ナ

与
。

ム
ヤ
．
て

中

ナ

カ

ヰ
ヰ

今

イ

て

有

水

ト

ケ

内
申
∴
チ

ビ
　
コ
　
コ
　
リ

ー

コ

　

コ

？

ヱ

A

T

テ

方
カ
　
タ

g
ヒ

月

ヅ

キ

末
巧

に

ミ

デ

一
ノ火

ヒ
せ
　
互

を

ア

ユ

レ
し
　
｛
丁
　
子

」
ノ冬

ミ
．
群

星
ア
　
マ

車
て
、
ワ
、
／

白
、
ン
ー
ラ

虹
　
タ
′
ナ

仲

ナ

カ

名
ナ

守
カ

十
号
テ

年
ト

看
ア

、、＼
－

7

一

シ
H
リ
ノ

工
！
工

餌
〕
　
ィ
　
h
ノ

ご
′

今
　
夕
　
斤
ノ

一
什
つ

′
骨

色－丁、
ノ
ン
リ泉

フ
・
不

．
イユコ

由
ニ

、
王
　
ス

′
A
つ

bllTL
　
．
t

シ
、
、
、

利
ワ
　
カ
　
レ

名
キ
ミ

え
7
↑
T

ロ忘
ワ
ス
レ

塞
ワ
レ

谷
タ
ニ

身
ミ

車
7
ル
て

皐
。
L

項
目
∵
ペ
ソ

夜
ヨ

ノ
汀
－
ト
コ
ロ

ノ
P

昔
4
『
、
ン

東
ヒ
ノ
バ
が

－
1
‥
．

救
エ
デ

ィ
当
．
カ
．
h

竣
ナ
ミ

物
モ
ノ

札
＝
ナ

‥1
－

日
．
1
カ
‥
卜

P雨
ア
メ

〓
5

前
　
マ
　
＜

南
　
ミ
ナ
　
ミ

鞍
カ
ナ

屋
ヤ

r
・
寿
へ
ノ
　
ナ

ノ

′

1

－

怒
オ
　
モ
　
ヒ

春
八

卿

ヤ

ナ

干

油
へ
ペ
　
ア
　
干

」
不

丁

一

グ

　

レ

・

ナ

止

丁

真

　

．

吼
カ
ゼ

3
足
サ
　
ブ
　
ラ
　
ヒ

ノ
h
H
P頗

へ
ー
フ

号
．
ゥ
タ

一
乾
ナ
ツ

官
．
∴
、
、
ヤ

泉
　
イ
　
ヘ

峯
．
ミ
、
手

良
二
　
パ

▲
司
　
卜
　
主
T

u

カ

　

ツ

　

ラ



由
へ
ナ
ミ

↑
卦
ウ
ミ

去
軋
ナ
ガ
レ

二
′

血
T
カ
モ
＼

こ
小

量
「
ク
サ

ふ
田
．
ソ
ー
γ

ユ
ヰ

現
ケ
′
二

魅
4
メ

乗
ナ
ミ
P

h
r
ハ
カ
り
ノ

上
古
モ
ト

苫
J
ノ

酎
フ

雪
ユ
キ

亀
司
ト
リ

渡
ア
タ
リ

l′
遍
∵
ナ
L
重

）
’
イ

姶
ク
マ
ヒ

並

ミ

サ

娘
、
。
・
ド
ソ

影
力

畦
ア

椿

タ

ナ

可

ナ

h
軍
。
三

悪
　
・
、

合
甲
カ
　
へ
　
り
ノ

貞
諺鏡間取恕

カ

　

が

セ
ソ

サ

ぶ
て

ユ〃

ノ

一

7

卑

ク

モ

∵

・

し

－

－

ハ
7
枚
′
t
ト
　
h
ノ

展
曹

一

ナ

．

7

J
＼萩

八
㌢

賓
．
へ

．
熟
掌
釦
．

へ

登

録

名

義

＞

上
息
卑
カ
ニ
。
小
′
ヰ

与
日
、
不
ノ
　
ピ

在
明
ア
リ
　
ア
ケ

紅

費

モ

ミ

や

時
点
∵
㌢
デ
レ

部
分
末
ト
ト
・
軒
l
　
耳

．
和
良
ア
ヅ
　
リ
′
ン

・
．
軋
㌧
　
＼

久
方
ヒ
サ
　
カ
タ

ハ
叱
名
）

僅

富

ス

ミ

子

ン

尾

放

ヲ

㌣

ソ

凰

江

7

7

ミ

相

粗

ア

フ

ナ

カ

参
珂
ミ
カ
　
へ

積
れ
キ
ヨ
ミ
．
サ

ハ
人
名
＞

小
町
。
マ
▼
ナ

仲
奄
十
・
力
∵
・
マ
．
。

在
原
ア
リ
日
、
ラ

俊
頼
ト
㌢
・
q
a
．
リ

暮

夜

モ

ト

ト

ヲ

左
門
．
・
ナ
臣
用
　
土
、
ヨ
　
ズ
　
什
ソ

フ
′
　
蘇
丁

経
信
：
不
ノ
い
7

荘

原

フ

ヂ

∵

7

㌧
、
£
試
み
に
晋
と
の
土
方
古
記
に
つ
り
て
・
定
象
自
尊
本

ヒ
健
の
議
太
と
を
北
田
亀
鑑
氏
の
「
古
典
の
此
判
的
処
置
に

関
す
る
研
免
　
第
三
押
し
の
戎
本
薇
異
に
よ
っ
て
対
韓
叫
し
て

み
る
ド
、
．
同
士
語
に
対
し
て
相
異
な
る
寒
中
を
用
い
た
啓
が

ぁ
う
。
定
l
卑
屈
筆
太
の
「
碑
と
に
対
す
巧
近
衛
象
嵐
・
三
条

西
取
水
・
▼
大
息
敷
太
の
1
舶
L
　
へ
並
和
泉
本
は
．
「
亙
L
と

1
船
L
▼
七
草
混
同
「
∵
回
じ
ぐ
「
珂
L
 
l
＝
吋
す
う
督
内
方
ま
－

後
部
去
∵
二
l
ハ
哀
遍
袈
丸
∴
大
島
叡
太
の
「
1
1
－
し
　
（
三
泉
と
も

に
．
「
珂
J
と
　
「
用
L
と
左
混
用
）
が
一
そ
れ
て
あ
う
b
よ
七
、

を
潔
白
筆
太
め
「
碑
世
L
 
F
埼
し
て
迫
観
象
太
∵
：
二
条
申
象

太
・
大
島
泉
紅
が
ノ
「
藤
代
L
ぇ
詞
＝
た
列
｛
あ
う
二
．
宗
泉

由

筆

太

で

は

「

ヨ

L

 

r

カ

ミ

ヨ

L

 

l

ヨ

ノ

ナ

ウ

L

　

に

対

し

、

す

べ

て

「

せ

．

し

善

言

用

〓

て

い

る

が

、

叶

す

る

三

太

で

は

・

「

ヨ

L

「
ヨ
ノ
ナ
カ
L
に
は
．
「
せ
L
斉
二
回
＝
、
1
カ
ミ
ヨ
L
 
l
二
は
、

「
付
し
を
用
∵
再
て
ノ
ー
ー
ろ
こ
　
そ
の
竺
連
鼓
ノ
自
筆
本
た
ふ
l
－

て

も

見

う

机

た

1

遭

L

　

「

渡

し

　

の

迫

喝

に

つ

〓

－

て

も

、

並

新

二
叫



毅
本
ニ
l
哀
凸
定
本
・
大
息
毅
丸
に
み
い
て
は
、
「
放
し
を

「
風
乾
し
以
外
の
場
合
に
も
珂
い
て
よ
、
リ
、
1
攻
L
「
痩
し

の
混
同
の
度
は
定
寧
日
筆
太
よ
り
も
さ
ら
に
並
ん
γ
∴
∵
う
予

思
わ
れ
う
。
ま
た
一
方
て
並
衝
貌
本
に
お
目
て
l

ま
．
、
「
額
L

を
「
ワ
L
L
1
ワ
か
し
に
、
「
問
言
．
皇
「
ア
ヒ
デ
し
「
マ
」

に
、
「
竜
L
を
「
オ
ト
し
1
ネ
L
に
、
「
上
L
を
「
カ
ミ
」

「
ウ
へ
し
に
永
岡
す
る
在
と

t
l
、
異
な
う
二
割
に
坤
す
う
二
回
一

浪
、
耳
の
兼
割
も
み
ち
生
年

こ
の
よ
う
に
促
の
韻
水
の
喪
年
度
網
の
乳
班
え
定
数
自
筆

本
に
あ
げ
ろ
二
蜜
一
列
の
吋
範
と
強
弓
し
会
の
せ
苧
埠
、
そ

の
両
名
の
漣
l

、
接
見
聖
テ
．
＝
と
年
で
き
な
日
間
壇
と
な
フ

て
く
弓
の
で
あ
る
が
、
血
の
増
水
へ
宮
内
肩
書
晩
年
丸
さ
且

範
象
本
・
三
条
色
定
本
・
も
′
風
取
木
）
が
〓
ず
れ
も
＋
六
せ

絶
後
半
か
＝
り
十
七
せ
絶
初
頭
に
か
け
て
の
晦
耳
本
で
ム
∵
曇
＝
こ

）
」
か
ら
、
そ
の
鼻
左
鴫
付
に
売
毛
変
化
と
し
て
棍
え
ろ
1
か
、

あ
る
日
は
筆
者
の
連
日
に
よ
う
個
人
星
と
み
る
か
、
査
読
、
埠

対
し
て
ゆ
き
だ
‥
。

ニーハ

「
倦
貴
山
嵐
息
線
を
L
～
中
東
均
準
社
「
日
永
疎
を
大
東
」

「
象
乾
坤
鵠
槍
を
」
－
」
⊥
同
名

乎
巷
・
侃
晩
期
彼
や
草
果
1
」
久
曽
神
滞
「
辛
、
冬
時
産
後

名
書
ふ
「
の
領
有
L

（
後
敬
）
本
場
は
、
紹
布
五
十
二
牛
七
日
．
－
日
丈
乾
す
与
大
草

に
五
l

－
て
綿
か
軋
′
た
「
内
緒
銀
嶺
令
」
の
席
上
、
口
頭
発

表
し
た
も
の
乞
老
子
与
適
し
を
加
え
整
壷
し
た
も
の
で
あ

る
。
東
泉
に
礫
L
．
ま
た
．
本
鹿
叡
尊
の
過
程
に
こ
ふ
〓
て

八
枚
奇
観
患
生
正
二
じ
め
多
く
の
☆
力
．
か
う
貴
ノ
誓
た
珂
言
互

頂
〓
た
。
こ
こ
に
御
礼
左
．
申
し
上
げ
う
こ
と
も
「
こ
そ
の

加
古
と
十
会
生
か
し
1
き
れ
在
か
っ
た
自
う
の
非
力
も
恥
C

．

る
永
第
で
泉
ツ
ろ
二

（
珪
）
風
音
耕
∵
サ
テ
キ
ス
ト
は
淡
の
慮
り
で
き
コ
。

「
土
着
日
記
L
　
－
　
薗
経
璃
葺
刊
本

「
賢
数
日
紀
レ
「
～
武
厳
密
奮
呪
影
印
末

「
虚
吠
萄
歌
L
～
！
l
固
石




